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冬休み号 
  先週は個人面談にお越しいただきありがとうございました。早いもので２学期も終業式を迎え

ました。２学期、国語の学習では、カタカナ・漢字を丁寧に練習し覚えました。算数の学習では、

繰り上がりのあるたし算・繰り下がりのあるひき算を習得しました。生活科の学習では、根津神

社に行き、友達と協力してどんぐりを拾ったり、そのどんぐりを使って、秋のおもちゃ作りに取

り組んだりしました。子供たちは大きく成長することができました。子供たちがこの２学期を頑

張ることができたのは、ご家庭での日々のご協力があってこそです。本当にありがとうございま

した。 

  明日から冬休みです。冬休みも、健康に気を付けて、元気に過ごしてください。 

冬休みについて 

◆期間  令和６年１２月２６日（木）～令和７年１月７日（火） 

 

 ◆冬休みの生活   学校からの手紙「冬休みの生活」をご覧ください。（別紙参照） 

 

◆冬休みの課題 

（１）国語 算数 

  ・国語はプリント５枚（漢字３枚、カタカナ２枚）です。とめ・はね・はらい、字の形に気を

付けて書きます。ご家庭で○つけをし、間違いを直してください。 

・算数は、計算カード（たしざん①②、ひきざん①②）を使って、スムーズに計算できるよ

う取り組みます。記録用紙はありません。 

 

（２）書初めの練習（３枚） 

 ・３枚練習をして、一番よくできた１枚をお手本と一緒に袋に入れて提出します。 

 ・消しゴムは使いません。（お手本をよく見て間違えないように気を付けて書いてください。） 

 ・「かきかた鉛筆」（銀色）で、はっきり丁寧に書きます。 

 

（３）「ふゆ休みのおもいで」絵日記（１枚） 

 ・ふゆ休みの楽しかったことや心に残った出来事などを絵と言葉でかきます。 

 ・絵は鉛筆で描いた後、色鉛筆で丁寧に色を塗ります。 

 

（４）その他 

・「縄跳びカード」を使って、縄跳びに挑戦し、体を動かしてください。 

・家のお手伝いやタブレットのMIM、ドリルパークの学習もぜひ取り組んでみてください。 
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○日時    令和７年１月８日（水） いつも通り８時１０分までに登校 

○持ち物   ・上履き 

・通知表（保護者からのコメントのご記入をお願いします）同封している

「発育のようす」は、取り出していただき、お家で保管してください。） 

・冬休みの課題  

・連絡帳 ・筆箱 ・道具箱  

       ・防災ヘルメットカバー ・ぞうきん１枚（記名） 

・「かきかた鉛筆」（銀色）※筆箱に入れて持たせてください。 

       ・国語、算数 

○給食なしの４時間授業 C時程（１２時１０分頃下校予定）  

３学期 始業式について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ お知らせとお願い ◆ 

◆かきかた鉛筆 

  低学年は、硬筆で書初めを行います。書初め用の「かきかた鉛筆」を購入しました。 

冬休みの書初めの宿題はこの「かきかた鉛筆」（銀色）を使用してください。失くさないよう

に筆箱の中に入れておき、始業式の日に持たせてください。その後、学校で保管します。 

◆筆箱、道具箱の中身の点検補充・記名をお願いします。 

   筆箱の中〈鉛筆５本、消しゴム（白のもの）、赤鉛筆、青鉛筆、定規（透明なもの）〉 

  道具箱〈はさみ、のり、クレパス、色鉛筆、名前ペン、セロテープ〉 

   ※黄色の仕切りは、ご家庭に置いておいてください。 

◆上履きのサイズの確認をお願いします。名前が薄くなっている場合は、書き直してください。 

 ◆遅刻して登校する場合は、保護者の方が学校まで送り、教室まで来てください。 

早退する場合は、保護者の方が教室まで必ずお迎えに来てください。 

（学童擁護、スクールガードが立っていない時間は、安全のために保護者の方が学校まで来てく

ださい。よろしくお願いいたします。） 

 ◆タブレットと電源コードを持ち帰りましたので、ご家庭で活用してください。 

◆持ち帰った鍵盤ハーモニカは、ホースとガーゼをお家で洗ってください。 

◆冬休み、学校の図書の本の貸し出しは、図書室の工事のためありません。本郷図書館などで、

本を借りて、ぜひ、本をよんでください。 

◆２年生では、図工の学習で絵の具セットを使用します。来年の１月１７日（金）の保護者会で

専用封筒を配布いたしますので、見本をご覧ください。学校での購入を希望される方は、専用

封筒に代金を入れて２月１５日（土）に、保護者の方が持参するよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

評価と通知表について 

◆藤井教諭の妊娠・出産に伴う休暇、産休による１年１組の３学期の対応について 

１組担任 堂免好仁副校長（道徳・学級活動・国語）    学年主任 池田美希教諭 

算数 中山講師 

体育 鈴木講師 

生活・国語・音楽 平間講師        

その他は、専科教員や校内の教員が指導を行っていきます。 

保護者の皆様には、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 



・２学期から「学習の評価」が、２段階から３段階になります。評価項目が増えています。 

・「学習の評価」および「生活の様子」については、 

 A よくできる・・・・・目標を達し、なおかつ特に素晴らしい様子が見られる。 

 B できる・・・・・・・目標を達成している。 

 C もう少し・・・・・・目標を達成するまでもう少し。 

                        という基準で評価しています。 

（評価例） 

教

科 通知表の項目 評価の例 

算

数 

数の数え方や計算の仕方、

形の特徴や構成、量の大き

さの比べ方を考える力や、

データの個数に着目して

特徴を捉える力などを身

に付けている。 

「ワークテスト」 

A 「思考・判断・表現」の正答率が９０％以上である。 

B 「思考・判断・表現」の正答率が７０％以上である。 

「たしざん」 

Ａ：「１０といくつ」という数の見方に着目し、その計算の

仕方を操作や１位同士の繰り上がりのある加法計算を

加数分解や被加数分解の計算の仕方を使えば、既習の計

算で求められることに気付き、操作や図などを用いて説

明している。 

Ｂ：「１０といくつ」という数の見方に着目し、その計算の

仕方を操作や１位同士の繰り上がりのある加法計算を

加数分解や被加数分解の計算の仕方で考え、操作や図な

どを用いて表現している。 

「どちらが おおい」 

Ａ：身の回りにある入れ物に入る水の体積に着目して、直接

比較や間接比較、任意単位による体積の比べ方を考えた

り、任意単位により体積を数値で表せることを言葉や

図、ものを用いて説明したりしている。 

Ｂ：身の回りにある入れ物に入る水の体積に着目して、直接

比較や間接比較、任意単位による体積の比べ方を考えた

り、任意単位により体積を数値で表したりしている。 

☆子供の頑張りを認め、前向きな声掛けをすることで次への意欲が高まっていきます。まずは「頑

張ったね！！」と認め、褒めてあげてください。「もう少し」の欄に○があったら、３学期の

目標とし、冬休み中に２学期の復習をするなどのご家庭での支援、ご協力をお願いいたします。 

☆「家庭から」の欄は、２学期を振り返ってのお子さんの様子や３学期に頑張ってほしいこと 

などを書いてください。 

 

 

 

 

 



◆２学期教材費の支出について 

以下の通り、教材費などを購入しました。ご協力ありがとうございました。 

３学期も引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

計算スキル 380 かきかた鉛筆 70 

書写ノート 下 350 チューリップの球根 176 

国語ワークテスト 320 紙粘土（Ｋクレイ） 330 

算数ワークテスト 390 ぐにゃぐにゃだこ 270 

算数形成プリント 500 算数ノート 180 

漢字ドリル 370 国語ノート 180 

漢字らくらくノート 200 硬筆書き初め用紙 165 

漢字テスト ７０ ネオセロハン 110 

  合計 \4,061 

 

 

 

     

 

 

 

 


